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平成２７年度少人数教育の充実に向けた取組

１ 少人数指導の計画等

(1) ねらいを明確にしたペア学習やグループ学習等を積極的に取り入れ，少人数での学習活動

を充実させることにより，より一層の学習意欲の向上を図る。

(2) 課題設定，教材の選択，発問の吟味，学習形態の工夫の４つの視点を大切にし，思考の共

有と吟味を促す学び合いを取り入れた授業を行い，学力の向上を目指す。

２ 実践の概要

（１）第１学年 英語 「ＵＮＩＴ４ 楽しい昼休み」

「CAN-DO リストの形で学習到達目標」(以下「CAN-DO リスト)を作成し，身に付けさせ

たい資質や能力を明確にした上で，基本文の言語活動や，ペア

によるスキット作成・発表の場を設け，生徒が主体的に学び合

えるような活動を取り入れた。

スキットは，自分の昼休みの過ごし方をＡＬＴに伝えるとい

う設定で作成させた。生徒が作成している間，教師が一人一人

の学習状況を見取り，他のペアも使えるような表現を生徒に紹

介させた。また，生徒が発表する際には，よりよい英語表現に
ペアでの活動の様子

気付かせたり，間違いに気付かせたりするために，教師が意図的に言い直させたり称賛した

りして，学び合いが意欲的に行えるように工夫した。

生徒たちは，分からないことをお互いに気軽に聞くことができる雰囲気になり，ペアでの

スキット作成も意欲的に話し合いながら活動していた。「CAN-DO リスト」に基づいた自己

評価には，学び合いにより自分の英語表現が向上し，達成感を味わったことを記入した生徒

が多かった。

（２）第３学年 数学 「相似な図形」

授業では，情報交換ツールとして「Ｄボード」(ディスカッ

ションボード：Ａ３のクリアーケースに必要な図を差し込んだ

もの。ホワイトボード用ペンで書き込み・修正可)を活用し，

自分やペア，グループの考えを容易に修正・再構築することが

できるようにした。単に答えや考えだけでなく，その理由や根

拠も書き込ませて意識して説明させるようにした。

座席は，習熟度の違う生徒をバランスよく組み合わせて配置し Ｄボードを使った学び合い

たので，ペアやグループでの学び合いがスムーズに行われた。数学が得意な生徒は，説明の

必要感を感じ，よりわかりやすく説明しようとし，得意でない生徒も積極的に質問するなど

理解しようとしていた。



ＩＣＴの活用では，図形の性質の説明や生徒の考えを全体で共有できるようスクリーンに

投影しながら例示したり，説明したりした。 他の生徒の考えた答えを，プロジェクターを

使いながら説明するところは，見やすいし分かりやすいと答えた生徒が８１％いた。

３ 実践の成果と課題 ○：成果 ●：課題

○ 小集団での議論のツールとして「Ｄボード」を活用したことで，すぐに書いたり消したり

できることから，自分の考えを再考しながら具体的な議論を進めることができた。また自分

の考えを相手に伝達する際にも自信をもって説明できるきっかけになった。「Ｄボード」は小

集団での課題解決に向けて大変有効なツールである。

○ ねらいを明確にしたペア学習やグループ学習等を積極的に取り入れ，教師が生徒の考えを

見取り生かしながらコーディネートすることで，生徒は主体的に取り組み充実感をもつこと

ができた。その結果，生徒が安心して仲間に尋ねたり相談したりして学び合う関係ができて

きた。また，教師と生徒，生徒同士のコミュニケーションがより図られるようになってきた。

○ 自己評価表を活用して学習を振り返り気付いたことを書き留めるとともに，他の生徒と共

有する時間を確保することで，新たな気付きを促すことができた。このような振り返りは，

学習内容の定着を図り，次時への意欲を喚起する。

● 思考の共有と吟味を促す学び合いを充実させるためには，どのように取り組んでいくかに

ついて検討し，各教科の中で共通の実践事項を決め，互いに情報交換したり実践の工夫を共

に考えたりするなど，同僚性を発揮しながら全校体制で実践していきたい。


